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慶應義塾大学名誉教授・嘉悦大学名誉学長

佐野 陽子

ゴールドカラーのスーパーキャリアゴールドカラーのスーパーキャリア
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日本の国際競争力
IMD, The World Competitiveness Yearbook, 各年

日本 アメリカ
1990年 1位 3位
1992年 1 6
1994年 3 1
1996年 4 1
1998年 20 1
2000年 24 1
2002年 30 1
2004年 23 1
2006年 16 1
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

2007年 24    1
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１．職業構成の移り変わり

       資料出所：総務省統計局「労働力調査」 

図表1　職業別就業者比率の推移
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２． ゴールドカラーとは

ピーター・ドラッカーによる「ナレジ・ワーカー」

ロバート・E・ケリーによる「ゴールドカラー･

ワーカー」

R.B.ライシュによる「シンボリック・アナリスト」

ダニエル・ピンクによる「ハイ・コンセプト」

リチャード・フロリダによる「クリエイティブ・

クラス」
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３．アメリカのゴールドカラー
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４．ホワイトカラーとゴールドカラーの違い

ホワイトカラー ゴールドカラー

肩書き 会社員 専門職名

職業教育 企業内 専門機関

通用性 ゼネラリスト スペシャリスト

配置 企業内異動 転職

雇用保障 長期保障 仕事次第



2

7

キャリア形成のこれまでとこれから

ポイント これまで これから

ビジネス環境 安定的 ダイナミック

キャリアの選択回数 若いとき１回 何回でも

主たる責任を負うのは 企業 個人

生涯に働く企業数 １社 数社

キャリアの計画期間 長期 短期

雇用契約上の期待 雇用保障 エンプロイアビリティへの投資

昇進基準 勤続 成果・能力の伸び

成功とは 昇進トーナメントに勝ち残ること 内面的達成感

Baruch, Yehuda. (2004) Managing Careers. Harlow, England, Prentice Hall, p.13.
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５．アメリカのゴールドカラー
その生まれと育ち
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アメリカのゴールドカラー集積地

 ｱﾒﾘｶ合衆国

サンフランシスコのベイエリア

　科学とエンジニアリング

カリフォルニア洲アーバイン・パサディナ

　自動車・電子製品の工業デザイン

ロサンジェルス

　音楽・映像

オレゴン洲　ポートランド南部

　最先端半導体の先端

ミネアポリス近郊

医療機器・設備の研究開発

シカゴ

　世界の金融センター

ＮＹ　パークアベニュー４２－５９丁目

　韓国の金融専門

ニューヨーク

世界の金融センター・法律・広告・出版

ボストン北部・西部

　ＣＧソフトウェア・エンジニアリング

大ボストン地区

　科学とエンジニアリング

ワシントン

　国際問題・政治活動・武器取引

アーカンソー洲　リトルロック

　分子生物学・バイオテクノロジー

図表４　アメリカにおけるゴールドカラー人材の地域的集積

Ｒ・Ｂ・ライシュ著、中谷巌訳
「ザ・ワーク・オブ・ネーションズ」ダイヤモンド社
1991年　３２３－４頁より作成
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６．職業価値観の変化

成功のイメージ

過去過去 未来未来

名声 自由時間

高給 創造的人物の認知

高級住宅 仕事と遊びの一体化

役員・副社長の地位 尊敬と愛情を受ける

住み込み使用人 社会コミットメント

毎年の新車 自我とのふれあい

ジェームス･ロバートソン著 小池和子訳 『未来の仕事』 勁草書房 1988年より。
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図表５-２　   　        大学生が選んだ成功者－２００３～４年

職　業

ミュージシャン 　　カート・コバーン　 　　ボブ・マーリィ 　　ジョン・レノン

　　ジョー・ストラマー

スポーツ選手 　　野村克也　　　　　 　　　星野仙一 　　　バレンティーノ・ロッシ

　　アンディ・フグ 　　マイケル・ジョーダン 　　田臥勇太

　　三浦和良 　　武豊

料理研究家 　　小林ケンタロウ

漫画家 　　チャールズ・Ｍ・シュルツ 　　　宮崎駿 　　　手塚治虫

小説家 　　吉本ばなな

デザイナー 　　野口美佳 　　　ジャン・ポール・ゴルチエ

映画俳優 　　チャールズ・チャップリン

政治家 　　織田信長 　　　毛沢東

実業家 　　渋沢栄一 　　　ホンダ宗一郎 　　　サム・ウォルトン

　　松下幸之助 　　　大川功 　　　李寧（りねい

教育者 　　嘉悦孝

資料出所：　嘉悦大学・佐野陽子ゼミナール・ホームページ http://www.kaetsu.ac.jp/phphtml
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海外で取り入れられた日本発の経営慣行
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